
 第７学年２組 理科学習指導案 

令和７年２月７日（火）４校時 

授業者 大山 朋江 

１ 単元名  力の働き 

 

２ 単元の目標 

  物体に力を働かせる実験を行い，物体に力が働くとその物体が変形したり動き始めたり，運動の様子が変

わったりすること及びばねに加える力の大きさとばねの伸びには比例関係があることを見いだして理解す

るとともに，力は大きさと向きによって表されることを知る。また，物体に働く２力についての実験を行い，

力がつり合うときの条件を見いだして理解する。身近な力の働きに関する事物・現象に進んで関わり，見通

しをもって科学的に探究しようとする。 

 

３ 評価規準 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 深い学びをデザインするために 

本単元では，力の働きについて学習する。 

第 1時では，力という語がつく身近な言葉を出し合った上で，理科で学習する（扱う，対象とする）力と

日常生活の文脈で用いる力に分類する活動を行う。そして，理科の学習対象となる力には，どのような共通

点があるかを考える場を設定する。これらの活動を通して，理科の学習対象となる力は，物理的な自然現象

に関わるものであることに気付き，本単元で力について科学的に探究していこうとする意識がもてると期待

した。 

第２時の始まりに，前時のふりかえりを紹介しながら，「探究の課題」（本校では単元を貫く課題を探究の

課題としている。）を設定する。本単元の「探究の課題」は，「力にはどのようなはたらきやきまりがあるの

だろうか？」とする。「探究の課題」設定後，探究前の考えを記述した上で，中盤からは「今日の課題」（本

校では「探究の課題」を解決するための日々の課題を「今日の課題」としている。）を「力にはどのようなは

たらきがあるのだろうか？」と設定し，力の働きについて考える。日常生活の様々な場面で力が働いている

ことに気付くことができるようにするため，力のはたらいている状況を一人ひとりが探して写真や動画を撮

影する。撮影した画像はあらかじめ用意しておいた Canvaのホワイトボードの枠に貼り，友達と共有する場

を設ける。 

第３時の「今日の課題」を「身のまわりには，どのような力があるのだろうか？」とし，物体どうしがふれ

合って働く力とはなれた物体に働く力があることや垂直抗力，弾性力，摩擦力，重力，磁力，電気の力につい

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会と関連付けながら，力のは

たらきを理解しているとともに，それらの

観察，実験などに関する技能を身に付けて

いる。運動の規則性を日常生活と関連付け

ながら，力のはたらきについての基本的な

概念や理解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

力のはたらきに関する物理現

象を日常生活と関連付けなが

ら，力の働きを捉えて課題や

仮説を設定したり，これまで

の探究で得た知識・技能を活

用したりしながら，見通しを

もって探究している。 

身近な物理現象に関する事

物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

 



て理解できるようにする。いろいろな力を紹介した後，弾性力と関連付けていろいろな長さの引きばねと押し

ばねを提示する。いろいろなサイズの引きばねと押しばねを多数用意することで子どもがばねに関心をもて

るようにする。子どもは，ばねを観察することで，引いて伸ばすばねと押して縮むばねがあることに気付くと

予想されるので，それぞれ引きばねと押しばねという名称で呼ばれていることを伝える。理科授業では，一般

的には扱いやすい引きばねを実験に利用する。しかし，日常生活の中には，押しばねも多く存在しており，引

きばね同様にばねの縮みは力の大きさに比例することが実験でも確認できるので，今回の単元では，子どもに

押しばねにも出会わせたいと考えた。この時間の終わりには，身の回りでどのような物にばねが利用されてい

るかを探し，静止画や動画で撮影する活動を行う。撮影した画像はあらかじめ用意しておいた Canvaのホワイ

トボードの枠に貼ることができるようにする。家庭でも見つけたら，Canvaのホワイトボードに画像を貼り付

けることができるようにする。 

第４時は，まず Canvaに貼り付けた画像について紹介し合う。ばねの弾性力が日常生活のいろいろな場面で

利用されていることに気付いてほしいと考えている。この時間の中盤には，引きばねや押しばねが使われてい

るトランポリン，ホッピング，びっくり箱，ピンボール，はかりを用意し，子どもがそれらを用いて弾性力を

楽しみながら体感し，ばねの使われ方を観察できる時間を設定する。子どもが十分に体験できる時間を確保し

た後，体験を通して気付いたことや疑問に思ったことなどを書き出す場を設定する。弾性力を実感した上で，

ばねの硬さの違いだけではなく，力の大きさとばねの伸びや縮みの関係に関する記述も出てくるものと期待

している。 

第５時は，前時に書き出した気付きや疑問に思ったことを取り上げながら，今回の単元「力の世界」に関係

する記述，つまり力の大きさとばねの伸びや縮みの関係に関する記述に注目する。その後，教師が作成した動

画を視聴する。これは，授業者が学年部の A教員とエキスパンダーを用いて一緒に運動する動画である。子ど

もは，授業者よりも A教員のエキスパンダーのばねがよく伸びているようすから，力の大きさの違いに関する

感想をつぶやくことと予想される。子どもには，どうして力は見えないのに，A教員の力が大きいといえるの

かを問い返すことで，子どもはばねの伸びのちがいを見ればわかると発言し，自然に力の大きさとばねの伸び

に注目していくものと思われる。そこで，今日の課題を「ばねを引く力の大きさとばねののびには，どのよう

な関係があるのだろうか？」と設定する。動画を一時停止しながら，ばねの長さと伸びのちがいに気付くこと

ができるようにする。また，エキスパンダーから外したばねを２本用意して黒板に貼り，一方のばねには１kg

のおもりをつり下げ，もう一方のばねにはおもりをつり下げたときと同じ伸びになるまで手で力を加え，ばね

の伸びが同じであれば，ばねを引く力は同じであることを説明する。あわせて，力の大きさにはニュートン（記

号 N）が使われていること等も説明する。その後，今日の課題「ばねを引く力の大きさとばねののびには，ど

のような関係があるのだろうか？」に対する仮説を考える。ばねの伸びが力の大きさに比例するという仮説と，

比例しないという仮説が出てくると予想される。この時間は，エキスパンダーから外したばねを一人ひとりが

手に取りながら考え，自分の仮説を立てていく。 

第６時は，前時に立てた仮説を提示し，どのように実験を行えばよいかを班で考え，実験の方針を立てる。

このとき，Canvaのホワイトボードに表を用意しておき，変化させる量と変化する量が何か，変化させる量は

何をどのようにどこまで変化させるか，変化する量は何を使って測定するかを記述できるようにしておく。子

どもは，ばねを手に取り，おもりを 1個つるし，ばねがどれぐらい伸びるのかを観察した上で，おもりを何個

ずつつるしていけばよさそうかを検討していく。子どもが実験器具を直接さわりながら，具体的な見通しをも

って実験方針を立てられるようにしたい。方針を立てた後は，各自で実験結果を記入する表を実験書に作成す

る。クラスルームに，表のパターンを示しておくことで，自分の班の実験に適した，また自分にとって分析し

やすい表を作成できるようにする。なお，ばね初張力による実験誤差を補正し，フックの法則を見いだしやす

くするため，あらかじめ 16ｇ程度の指標を低融点金属で作成しておく。 



第７時は，第６時の実験計画をもとに実験を行う。指標とものさしの位置，測定するときの目の位置をど

のようにするとよいか，測定値の確認は一人でよいか複数がよいかを問うことで，実験者による誤差を少な

くしようとする態度につなげたい。この時間は，実験結果をグラフに表すところまで行う。エタノールの沸

点を調べる際に学んだグラフのかき方と誤差の扱いも踏まえながら結果をグラフに表す姿を期待している。 

第８時は，第７時に結果をグラフに表したものを全体で共有しながら，分析・解釈する。子どもは，比例

か否かを判断する際，これまでの算数や数学の学習で得た知識から，結果の表の値の変化から判断できると

考えることが多い。理科の実験による測定値は真の値ではなく，誤差も含まれていると考え，表だけでは判

断せず，グラフ上の測定値の分布から，変化の傾向をとらえるように促す。市販の実験用の 20gのおもりで

さえも電子てんびんで測定すると，必ずしも 20.0ｇではないことを示し，実験器具による誤差があること，

どの程度が誤差として見込まれるのかを考えに入れながら分析・解釈することを習慣付けたい。この時間

は，グラフが原点を通る直線であることから，ばねの伸びはばねを引く力に比例することを見いだして理解

する場とする。ふりかえりでは，さらにどのような疑問を解決したいのかも書くように促す。 

本時の第９時では，第８時のふりかえりをもとに，「他のばねについてもフックの法則が成り立つのだろう

か？」という「今日の課題」を引き出し，第８時に帰納的に見いだした，ばねの伸びは力の大きさに比例す

る関係（フックの法則）が，ばね全般に対して成り立つのかを演繹的に推論していくための実験計画を立て

る。子どもはどのばねについて調べたいのか自分で選び，仮説を立てる。授業のはじめに，エキスパンダー

から外したばねを提示し，前回の探究では，エキスパンダーのばねを引く体験をし，ばねを伸ばすときの手

ごたえから，ばねの伸びは力の大きさに比例せず，だんだん伸びにくくなるという仮説がうまれたことや，

びっくり箱を見せることで，ばねには押しばねもあったことを思い出したりできるようにする。そして，子

どもが他のばねでもフックの法則が成り立つのかを調べたいという意欲を引き出し，関心のあるばねについ

て調べるための実験の方針を立てられるようにする。押しばねについては，市販の実験用引きばねを伸ばし

て押しばねを作成しておき，ばねをアクリルパイプの中に入れ，おもりを加えていき，ばねの縮みを測定で

きるように準備しておく。中には，エキスパンダーが５連であったことから，ばねを並列にしたときのこと

が気になる子どもも一定数いると考えられる。その場合も，今日の課題として，「複数のばねを横並びにした

ときにフックの法則が成り立つのか？」として検証計画を立て，考察時にばね１本のときに比べてばねの伸

び方にどのような違いが出るのかをまとめていけばよいと考えている。本校の実験用のばねの中で一番の伸

びにくいものは，初張力が 16ｇであり，並列にするとおもりにばねを引く力がばね１つのときに比べ，減少

するため，前述の自作の指標では重さが足りないこととなる。そこで，一番かたいばねを用いて並列につな

ぎたい子どもがいる可能性も想定し，低融点金属を用いて金属製のフックを作製しておく。 

実験は，同じ課題をもった子ども同士で班をつくって行う。実験に必要な道具や適切なおもりなどは，い

くつも提示しておき，子どもがおもりやその他の実験器具を手にし，班の友だちと相談しながら選んで使え

るようにしておく。本時では，実験道具の選定だけでなく，第５，６時に行った実験の経験をいかして，ど

のように器具を設置すればよいか，変化させる量は何で具体的にどのように変化させていくのか，変化する

量は何で，どれぐらいの物差しで測定していけばよいか，結果を記録，整理するためには，どのような表を

作成しておけばよいかといったことを考えながら，主体的かつ科学的に問題を解決しようとする学習活動を

期待している。本時の評価は，主体的に学習に取り組む態度と思考・判断・表現を同時に行っていきたいと

考えている。 

 次時の第 10時は，第９時の計画のもと実験を行い，グラフに表し，根拠を示しながら結論をまとめる姿を

期待している。 

 第 11時では，力の３つの要素や物体に働く力の表し方を理解する。第 12時では２つの力が１つの物体に

働いているのに物体が動かないときの２力の関係を見いだして理解し，第 13時では，探究全体を振り返り，

探究の課題「力にはどのようなはたらきやきまりがあるのだろうか？」に対する結論を記述する。子どもが



自分の探究前の考えと探究後の結論を比較することを通して，探究してきた良さや今後の探究への改善案，

意欲が表現されることを期待している。 

 

５ 指導と評価の計画（全 13時間 本時９/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 主な学習活動 重

点 

記

録 

備考 

１ ・力のつく言葉を出し合い，理科で学習する力

とそうでないものに分類し,小学校の力に関する

学習も想起しながら，理科で学習する力の共通

点を考える。 

態  主体的に学習に取り組む態度 

・理科の学習で対象とする力の共通点が，物理的な自然

現象に関わるものであることにふれながら，力について

科学的に探究していこうという意欲を高めている。 

自然事象に対する気付き 

２ ・前回のふりかえりをもとに，探究の課題「力

にはどのようなはたらきやきまりがあるのだろ

うか？」を設定し，探究前の自分の考えを表現

する。 

・力のはたらく場面を３つのはたらきに分類す

る。身のまわりで力のはたらいている例を見つ

け，どの力のはたらきといえるかを説明する。 

知  知識・技能 

・力のはたらきは３つに分けることができ，それらは，

物体の形を変える，物体の運動の状態を変える，物体を

支えるであることを理解している。 

・身のまわりで力が働いている例を見つけ，何による力

が加わり，どのようなはたらきをしているのかを説明し

ている。             課題を設定する→仮説を立てる 

３ ・今日の課題「身のまわりには，どのような力

があるのだろうか？」について考える。 

・物体どうしが直接ふれあって働く力と離れて

いても働くあることや垂直抗力，弾性力，摩擦

力，重力，磁力，電気の力があることを知る。 

・ばねの弾性力に注目し，引きばねや押しばね

があることに気付く。 

・ばねが利用されている物を見つけ，静止画か

動画で撮影し，Canva に貼り付ける。 

知  知識・技能 

・力には物体どうしがふれ合ってはたらくものと，離れ

た物体にはたらくものがあることを理解している。 

・物体どうしがふれ合ってはたらく力の例として，垂直

抗力，弾性力，摩擦力について理解している。 

・はなれた物体に働く力として，重力，磁石の力（磁

力）。電気の力（静電気力）について理解している。 

・ばねが利用されている物を進んで探し，画像を撮影し

ている。          自然事象に対する気付き 

４ ・身のまわりで見つけたばねを利用した物を紹

介し合う。 

・トランポリン，ホッピング，びっくり箱，ピ

ンボール，はかりを用いて，弾性力を体感し，

気付きや疑問などを書き出す。 

態 ○ 主体的に学習に取り組む態度/【行動観察，記述分析】 

・ばねを利用した物を積極的に用いて，楽しみながら体

感し，弾性力やばね種類による違い，力の大きさとばね

の伸びや縮みに関する気付きや疑問を表現している。 

自然事象に対する気づき 

５ ・前時に書き出した気付きや疑問をもとに，今

日の課題「ばねを引く力とばねののびには，ど

のような関係があるだろうか？」を設定する。 

・ばねの伸びが同じであれば，ばねを引く力は

同じであること，力の大きさにはニュートン

（記号 N）が使われていることを理解する。 

・今日の課題「ばねを引く力とばねののびに

は，どのような関係があるだろうか？」の仮説

を立てる。 

態  思考・判断・表現 

・今日の課題「ばねを引く力とばねののびには，どのよ

うな関係があるだろうか？」の仮説を立てている。 

課題を設定する→仮説を立てる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 主な学習活動 重

点 

記

録 

備考 

６ ・仮説を確かめるための実験の方針を立てる。 

・実験器具を手にしながら，適した道具の選定

をし，変化させる量と変化する量が何か，変化

させる量は何をどのようにどこまで変化させる

か，変化する量は何を使って測定するかを記述

する。 

・結果を書くための表を作成する。 

思  思考・判断・表現 

・変化させる量が力の大きさ，変化する量がばねの伸びで

あることを記述している。力の大きさは，20ｇのおもりを

１個ずつ５個まで吊り下げて変化させること，ばねの伸び

は適した長さのものさしで測ることを計画し，記述してい

る。 

・結果を書くための表を適切に作成している。 

                 検証計画を立てる 

７ ・第６時に行った実験の方法をもとに，実験を

行う。 

・結果を表にまとめ，グラフに表している。 

思 〇 思考・判断・表現/【記述分析】 

・正しく実験をしている。 

・結果の表やグラフを正しくかいている。 

・ばねの伸びは力の大きさに比例することを見いだして理

解している。       実験する→結果を整理する 

８ ・第７時に作成したグラフを根拠に考察し，今

日の課題「他のばねにもフックの法則が成り立

つのだろうか？」の結論をまとめる。 

・フックの法則を理解する。 

 

思  思考・判断・表現 

・力の大きさとばねの伸びの関係を表したグラフが原点を

通る直線になることから，ばねの伸びは力の大きさに比例

していることを記述している。 

考察・推論する→結論を示す 

９

本

時 

・第８時のふりかえりをもとに，今日の課題

「他のばねについてもフックの法則が成り立つ

のだろうか？」を設定する。 

・調べたいばねを選択し，仮説を立てる。 

・実験器具を手にしながら，適した道具の選定

をし，変化させる量と変化する量が何か，変化

させる量は何をどのようにどこまで変化させる

か，変化する量は何を使って測定するかを記述

する。 

・結果を書くための表を作成する。 

態

思 

〇 

〇 

主体的に学習に取り組む態度/【行動観察，ふりかえりの

記述分析】 

・実験器具を手にし，適した道具を友だちと相談しながら

選定し，力の大きさとばねの伸び・縮みの関係を見いだす

ための実験の方針を立てようとしている。 

思考・判断・表現/【記述分析】 

・変化させる量が力の大きさ，変化する量がばねの伸びま

たは縮みであることを記述している。力の大きさの具体的

な変化のさせ方，ばねの伸びや縮みを測るものを計画し，

記述している。 

・結果を書くための表を適切に作成している。 

課題を設定する→仮説を立てる→検証計画を立てる 

10 

 

・第９時の計画のもとに実験を行い，結果をグ

ラフに表し，根拠を示しながら結論をまとめ

る。 

態 〇 主体的に学習に取り組む態度/【行動観察，ふりかえりの

記述分析】 

・計画をもとに，実験を慎重に行おうとしている。 

・結果をグラフに表し測定値の分布を見ながら，調べたば

ねにもフックの法則が成り立つのかを主体的に判断しよう

としている。 

実験する→結果を整理する→考察・推論する→結論を示す 
 

 

 



11 ・力の３つの要素や物体にはたらく力の表し方を理

解し，矢印で表現する。 

知  知識・技能 

・力の３つの要素や物体にはたらく力の表し方を理

解し，矢印で表現している。 

12 

 

・２つの力が１つの物体にはたらいているのに物体

が動かないとき，２つの力にはどのような関係があ

るのかを見いだして理解する。 

思  思考・判断・表現 

・１つの物体に２つの力を加える実験を行い，２力

のつり合う関係を見いだし理解している。 

課題を設定する→仮説を立てる→検証計画を立てる

→実験する→結果を整理する→考察・推論する→結

論を示す 

13 ・探究の課題「力にはどのようなはたらきやの決ま

りがあるのだろうか？」の結論を記述する。 

・探究の課題に対する探究前の考えと探究後の結論

の自分の記述を比較し，探究全体をふりかえる。 

知 〇 

 

知識・技能/【記述分析】 

・力にはどのようなはたらきやの決まりがあるかを

記述している。 

結論を示す 

 

・重点：生徒の学習状況を把握する際に重点とする観点 知…知識・技能   思…思考・判断・表現   態…主体的に学習に取り組む態度 

・記録：○は，備考に書かれている評価規準に照らして，生徒全員の学習状況を記録に残す。 

・無印は，観点別の評価規準に照らして指導を行い，特徴的な生徒の学習状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の学習 

(１)目標 

・力の大きさとばねの伸びや縮みの関係を調べるための実験計画を試行錯誤しながら立案しようとする。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・力の大きさとばねの伸び・縮みの関係を調べるために，適切なおもりとおもりの数，ばねの伸び，・縮みを

何でどのように測定するかを適切に選択して実験計画を立案している。   【思考力・判断力・表現力等】 

 

(２)展開 

学習活動と予想される子どもの反応 見方 考え方 教師の支援（・） 評価 

１ 前時のふりかえりをもとに「今日の課題」を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

・エキスパンダーの引きばねを調べてみたい。 

・押しばねで調べてみたい。 

・引きばねを横に並べた場合について調べてみたい。 

 

 

２ 自分が調べたいばねをについて，フックの法則が成り立つか

どうか仮説を立てる。 

・エキスパンダーの引きばね，押しばね，引きばねを横並びにし

た場合にもフックの法則が成り立つのではないだろうか。（成り立

たないのではないだろうか。） 

 

 

３ 同じばねで調べたい人同士でグループをつくる。 

 

 

４ 実験の計画を立てる。    量的・関係的 関係付ける 

＊自分の考えをもとに班で話し合いながら立案する。 

【エキスパンダーから外したばねを調べる子ども】 

・変化させる量→力の大きさ→１㎏のおもりを 1 つずつ 5 個まで

吊り下げる。 

・変化する量→ばねののび→１ｍものさしで測る 

【押しばねを調べる子ども】 

・変化させる量→力の大きさ→25のおもりを 1つずつ 5個までの

せる。 

・変化する量→ばねののび→50cmものさしで測る 

【実験用のばねを横に並べた場合を調べる子ども】 

・変化させる量→力の大きさ→20ｇのおもりを 1 つずつ 5 個まで

吊り下げる。 

・変化する量→ばねののび→50㎝ものさしで測る 

 

 

 

 

 

 

５ 結果を記入する表を実験書に作成する。 

 

 

・前時のふりかえりを紹介したり，エキス

パンダーから外した 1 本のばねやびっく

り箱を改めて提示したりし，次に子どもが

調べてみたいばねを主体的に選択できる

ようにする。 

 

 

 

・調べたいと予想されるばねや複数のお

もりを教卓に置き，実験がイメージできる

ようにしておく。 

 

 

・仮説や検証計画を立てるためのメモは，

Canva のホワイトボードに記述できるよ

うにしておき，いつでも他者参照できるよ

うにしておく。 

 

 

 

 

 

 

・実験に使用するばねを手元に置きなが

ら考えるとよいことを伝える。 

・いくつかの種類のおもりやものさしを

置いておき，変化させる量，変化する量を

どのように変えたり，測定したりしたらよ

いか，具体的に友達と相談できるようにし

ておく。 

・実験で使うばねの写真や実験の方針を

記述するメモは，Canvaのホワイトボード

に用意しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回の実験で用いた表のモデルを参照

できるよう，クラスルームにあげておく。 

 

今日の課題  他のばねにも，フックの法則が成り立つのだろうか？ 

評価の視点 

【思考・判断・表現】 

力の大きさとばねの伸び・縮みの関

係を調べるために，適切なおもりと

おもりの数，ばねの伸び，・縮みを何

でどのように測定するかを適切に選

択して実験計画を立案している表現

している。 （Canva:実験方針メモ） 

 



 

６ ふりかえりを記述する。 （振り返る） 

 

【エキスパンダーから外したばねを調べる子ども】 

・はじめは，20ｇのおもりでは伸びないからどうすれば実験がう

まくいくか悩んでいた。Ａさんが前に 1 ㎏の砂袋をつかっていた

ことを思い出してくれたので，砂袋をおもりにすればよいと考え

た。実際にばねにつるしてみたら，5個ぐらいつるすことができそ

うだったので，1 ㎏のおもりを 5 個使うことにした。ばねののび

は，50㎝のものさしで測ることができるような気がしたけど，も

しフックの法則が成り立てば，50㎝ぐらい伸びそうなので，１ｍ

ものさしを使うことにした。次回は，エキスパンダーのばねにも

フックの法則が成り立つどうか，グラフをかいて確かめたい。 

 

【押しばねを調べる子ども】 

・はじめは，実験用の押しばねを使ってどのように力を加えてい

けばよいかわからなかったけど，実験器具にちょうどよい大きさ

のアクリルパイプとフックのない 25ｇのおもりがあったので友だ

ちと実際にやってみた。サイズもちょうどよかったので，その道

具で実験すればよいと考えた。指標には線がなかったので，縮み

を測るときに指標のどの部分を 0 ㎝に合わせるのかをみんなで確

認しながら測定していきたい。フックの法則が成り立つか楽しみ

だ。 

 

【実験用のばねを横に並べた場合を調べる子ども】 

・ばねが多いと引くときに力がたくさんいるので，今回も 1 本の

ときに比べて同じ力でもばねの伸びが少ないと思う。はじめは，

ばねを５本横に並べたいと思ったが，実験用のフックが 3 本まで

しか並べられなかったので，友だちと相談し，1本，2本、3本の

場合について測定したいと考えた。次回は，測定したり，グラフ

をかいたりするのに時間もかかると思うので，効率よく正確に協

力して実験を進めたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の視点 

【主体的に学習に取り組む態度】 

力の大きさとばねの伸びや縮みの関

係を調べるための実験計画を試行錯

誤しながら立案しようとする。     

（行動観察，ふりかえり記述） 



(３)評価基準 

〇主体的に学習に取り組む態度の評価 

 ふりかえりシートの記述分析の視点（生徒にも明示） 

１ 考えがどのように変容したか 

２ 考えが変容していったきっかけ（友達との対話・物との対話など）は何か 

３ 次回は具体的にどのように進めていきたいのか 

＊思考・判断・表現の評価ではないため，結論が正しいか否かは判断基準に入れない。本時の考えの変容を見

取る。 

＊この３つの観点のうち，１・２・３の内容が３つ記述できれば評価Ａ，２つ記述できれば評価Ｂ，１つ以下

しか記述されていなければ評価 Cとする。 

 

十分満足できると判断される状況

（Ａ） 

概ね満足できると判断される状況

（Ｂ） 

努力を要する状況への手立て 

「１考えがどのように変容した

か」と「２考えが変容していったき

っかけ（友達との対話・物との対

話）は何か」，「３次回は具体的にど

のように進めていきたいのか」の

３点について記述している。 

「１考えがどのように変容した

か」と「２考えが変容していったき

っかけ（友達との対話・物との対

話）は何か」，「３次回は具体的にど

のように進めていきたいのか」の

３点のうち２点について記述して

いる。 

（十分満足できる状況にするため

の手立て） 

ふりかえりの３つの視点を明記し

ておき，振り返りの際には再度，

視点を確認する。 

・今どんな考えなのか，初めから

そのように考えていたのか，どう

してそのような考えにいたったの

かを問う。 

・本時ではどのような実験計画が

立ったのか，どんなことに注目し

ながら次回は取り組みたいのかを

問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，ふりかえりシートの記述を主とした材料として行い，行動観察

の評価は補助的に行う。 

評価Ａの例 

【エキスパンダーから外したばねを調べる子ども】 
・１はじめは，20ｇのおもりでは伸びないからどうすればじっけんがうまくいくか悩んでいた。2Ａさんが前に 1 ㎏の砂袋を

つかっていたことを思い出してくれたので，１砂袋をおもりにすればよいと考えた。2実際にばねにつるしてみたら，5 個ぐ

らいつるすことができそうだったので，１1 ㎏のおもりを 5 個使えばよいと考えた。ばねののびは，50 ㎝のものさしで測る

ことができるような気がしたけど，2もしフックの法則が成り立てば，50 ㎝ぐらい伸びそうなので，１１ｍものさしを使うこ

とにした。3次回は，エキスパンダーのばねにもフックの法則が成り立つどうか，グラフをかいて確かめたい。 

 

【押しばねを調べる子ども】 
・１はじめは，実験用の押しばねを使ってどのように力を加えていけばよいかわからなかったけど，2実験器具にちょうどよ

い大きさのアクリルパイプとフックのない 25ｇのおもりがあったので友だちと実際にやってみた。サイズもちょうどよかっ

たので，１その道具で実験すればよいと考えた。3指標には線がなかったので，縮みを測るときに指標のどの部分を 0 ㎝に合

わせるのかをみんなで確認しながら測定していきたい。フックの法則が成り立つか楽しみだ。 

 

【実験用のばねを横に並べた場合を調べる子ども】 
・3ばねが多いと引くときに力がたくさんいったので，１今回も 1 本のときに比べて同じ力でもばねの伸びが少ないと思う。

はじめは，ばねを５本横に並べたいと思ったが，2実験用のフックが 3 本までしか並べられなかったので，友だちと相談し，
１1 本，2 本、3 本の場合について測定したいと考えた。3次回は，測定したり，グラフをかいたりするのに時間もかかると思

うので，効率よく正確に協力して実験を進めたいと思う。 
 

評価 Bは，３点のうち２点について記述。評価 Cは 3点のうち 1つ以下記述。 

 

 



〇思考・判断・表現の評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 努力を要する状況への手立て 

概ね満足できると判断される状況

に加えて，結果を記入する表を表

現している。 

変化させる量をどのように変える

のか，変化する量をどのように測

定するのかを適切に表現してい

る。 

（十分満足できる状況にするため

の手立て） 

どのような表にすると，今回の実

験には適切で，自分が分析しやす

いかと問いかける。 

前回のばねの実験を一緒に振り返

ったり，調べたいばねを触りなが

ら実験のイメージをもてるように

したり，実験方針メモを他者参照

するよう勧めたりし，具体的に考

えることができるようにする。 

 
評価Ａの例：変化させる量は力の大きさ，力の大きさは，20g のおもりを１個ずつ増やし５個まで増やす。変化

する量はばねの伸び，ばねの伸びは 30 ㎝ものさしを用いて測定する。結果の表が適切に作成して

いる。 

評価Ｂの例：変化させる量は力の大きさ，力の大きさは，20g のおもりを１個ずつ増やし５個まで増やす。変化

する量はばねの伸び，ばねの伸びは 30 ㎝ものさしを用いて測定する。 


